平成１４年度　第１回　デジタル２種　技術科目

  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第１問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　データ伝送におけるベースバンド信号のうち、“０”と“１”にそれぞれ０電位と正の電位

を、又は、０電位と負の電位を対応させる伝送符号形式は、（　ア　）方式といわれる。（５点）

	　①　０反転　　②　ＲＺ　　③　複　流　　④　単　流


　（２）　ＯＳＩ参照モデルにおいて、（　イ　）層での情報転送はフレーム単位に行われている。こ

　　　　の層の代表的なプロトコルとして、ＨＤＬＣ手順が定められている。　　　　　　　　（５点）

	　①　物　理　　②　データリンク　　③　ネットワーク　　④　トランスポート


　（３）　基本形データ伝送制御手順では、データの転送に入る前に、通信相手端末の指定や確認、相

手端末の送受信準備状態の良否の確認、送受信の立場の確認などが必要になる。この役割を担

うフェーズは、（　ウ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　回線の接続　　　　　　②　情報メッセージ　　③　ＡＣＫ

　⑤　データリンクの確立　　⑤　送受信準備


　（４）　デジタルデータ交換網の網同期のうち、（　エ　）同期においては、網内の特定の装置から

他の各交換機へのクロックを供給して同期をとっている。　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　調　歩　　②　独　立　　③　従　属　　④　相　互


　（５）　ＨＤＬＣ手順でのデータ伝送は、フレームに（　オ　）を付け、これを管理することにより

　　　　一定数のフレームまでは受信側からの応答を待たずに連続送信することができる。　　（５点）

	　①　順序番号　　　　②　論理チャネルグループ　　③　チェックビット

　⑤　フラグビット　　⑤　端末終端点識別子


第２問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　公衆データ回線交換網において、Ｘシリーズインタフェースを有する端末では、（　ア　）

制御に使用する信号の符号として国際標準の７単位符号を用いている。　　　　　　（５点）

	　①　誤　り　　②　書　式　　③　同　期　　④　接　続


　（２）　デジタルデータ伝送のエンベローブ方式は、データ信号を（　イ　）ビット単位に区切って

その前後に付加ビットを１ビットずつ加えた構成を採っている。　　　　　　　　　（５点）

	　①　６　　②　８　　③　１６　　④　３２　　⑤　６４


　（３）　基本形データ伝送制御手順の基本モードには、フェーズ１～フェーズ５の五つの手順がある。

このうち、フェーズ１とフェーズ５は、通常、（　ウ　）を利用する場合だけに必要である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　ＰＨＳ　　②　ファクシミリ端末　　③　ＰＤＡ　　④　交換網　　⑤　専用線


　（４）　ＩＳＤＮパケット交換方式のＤチャネルパケット・サービスでは、宅内バス配線上に接続さ

れた最大（　エ　）台の端末を一つのＤチャネルに端末多重化できる。

	　①　４　　②　８　　③　１６　　④　３２　　⑤　６４


　（５）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、Ｂチャネルを使用してパケット通信を行

う場合、パケット通信手順に入る前に、まず発信側の端末が、Ｄチャネル上で（　オ　）モー

ド発呼手順を用いて、Ｂチャネルでパケット通信を行うことを指定する必要がある。　（５点）

	　①　回線交換　　②　ＴＣＰ　　③　ＩＰ　　④　パケット交換　　⑤　ＬＡＮ


第３問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　ＲＳ－２３２Ｃの規格を母体とするＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．２８では、信号の有意状態を（　ア　）

ボルトを基準にして判定する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　０　　②　±０．３　　③　±１　　④　±３　　⑤　±５


　（２）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースでは、一つの物理インタフェース上に同時に複数の

（　イ　）を設定し、それぞれを使用して、個別に情報を転送することができる。　　（５点）

	　①　パイプラインバス　　②　メーリングリスト　　③　ラインリンク

④　データリンク　　　　⑤　コマンドライン


　（３）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける回線交換モードに関する次の二つの記述は、

（　ウ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

　　　　Ａ　呼制御信号は、Ｄチャネルで伝送している。

　　　　Ｂ　呼設定後のユーザ情報の転送は、Ｂチャネルを使い、そのときのレイヤ２とレイヤ３のプ

ロトコルは送受信間で任意のプロトコルが使用できる。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（４）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ＬＡＰＤによる非確認情報転送では、

（　エ　）コネクションが使われている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　ラインリンク　　　　②　ロジカルリンク　　　③　マルチリンク

4 ポイント・ツー・ポイントリンク

⑤　ポイント・ツー・マルチポイントリンク


　（５）　図は、同期式Ｘシリーズ端末と公衆データ回線交換網の、発呼からデータ転送までの信号シ

ーケンスを示したものである。図中のＹは、（　オ　）信号を表す。　　　　　　　　（５点）

	　①　応　答　　　　　②　コールプログレス　　　③　データレディ

④　ＤＴＥレディ　　⑤　ＤＣＥレディ
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第４問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　複数の機器を共通の接地電極に接続する共用接地では、機器の一つから接地電流が発生した

場合、接地点の電位は（　ア　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　上昇して、接地を共用する全機器に電位上昇の影響が波及する場合がある

　②　上昇するが、接地を共用する他の機器に電位上昇の影響は波及しない

　③　変化しない

　④　下降するが、接地を共用する他の機器に電位下降の影響は波及しない

　⑤　上昇したり、下降したりするが、接地を共用する他の機器にその影響は波及しない


　（２）　フラットプロテクタは、通信用フラットケーブルを床タイル上に配線する場合、主として、

ケーブルを（　イ　）保護するために使用される。　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　熱から　　②　湿気から　　③　電気的に　　④　絶縁して　　⑤　機械的に


　（３）　絶縁抵抗について述べた次の記述は、（　ウ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

　　　　Ａ　絶縁物には全く電流が流れないのではなく、漏れ電流といわれる電流が流れる。絶縁抵抗

の値は、印加電圧をこの漏れ電流で除した値である。

　　　　Ｂ　屋内配線等の絶縁抵抗を測定するには、通常、検流計が用いられる。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（４）　図は、公衆データ回線交換網に使用する（　エ　）インタフェースを有するＤＴＥとＤＣＥ

の接続形態を示したものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　調歩式Ｖシリーズ　　②　同期式Ｖシリーズ

③　調歩式Ｘシリーズ　　④　同期式Ｘシリーズ
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　（５）ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースの参照構成において、アナログ端末などの非ＩＳＤＮ端末

を網に接続するためには、機能群としてＴＡが必要である。このＴＡと非ＩＳＤＮ端末との間の

参照点は、（　オ　）点といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　Ｕ　　②　Ｓ　　③　Ｔ　　④　Ｓ／Ｔ　　⑤　Ｒ


解答

第１問（ア）④　（イ）②　（ウ）④　（エ）③　（オ）①

第２問（ア）④　（イ）①　（ウ）④　（エ）②　（オ）①

第３問（ア）④　（イ）④　（ウ）③　（エ）⑤　（オ）③

第４問（ア）①　（イ）⑤　（ウ）①　（エ）④　（オ）⑤
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